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Netlist_compF : ネットリスト比較(フリー版)説明書 

Copyright 2009-2025 てきーらサンドム 

（１）機能 

■2 つのネットリストから部品比較とピン接続先比較を行い、差分を出力します。 

■抵抗値などパーツ値が含まれているネットリストは，パーツ値変更も検出できます。 

 さらにフットプリント情報が含まれる場合はその変更も検出できます。 

■対応ネットリスト形式は、以下の７種類です。異なる形式間での比較もできます。 

CADVANCE，MM-2/ Colmo，CADLUS，Protel(Altium)，TELESIS， 

CCF(zuken)▲R2.8，PADS▲R2.91 

 ただし正式な仕様書に基づいて対応しているわけではありません。不具合が出た場合

はネットリストを送っていただければ対応を検討します。以下補足です。 

・CADVANCE，MM2/Colmo, CCF, PADS は，回路図エディタ D2 CAD から出力され

る形式で動作確認しています。 

・Protel は、Altium Desiner SE, ProtelDXP(Ver.7.2)および OrCAD(Ver.16)で出力で

きる 2 つの形式で動作確認しています。Altium, ProtelDXP の場合，部品コメント

欄(properties の comment)に抵抗値などの定数を入れると部品値として出力されま

す（図面表示とネット出力の部品値が一致します）。 

・TELESIS は，D2 CAD, OrCAD で出力できる形式および某基板屋さんのコンバータ

出力の３種類で動作確認しています。OrCAD で出力するときは，ネットリスト生成

の「その他」タブを開き，telesis.dll あるいは ortelesis64.dll(最新版パッチ)を選択

します。 

■フリー版はシェアウエア版(Netlist_comp)に対して下記の制限があります。 

  ・部品表作成機能がありません。 

・カソード記号の変換機能がありません。 

・ネット名から指定の記号を除外する変換機能がありません▲R2.91 

・出力の各種オプション選択機能がありません（出力は差分のみ）。 

・入力ファイルサイズ 2M バイト、部品数 6,000，総ピン数 20,000 までに制限。 

・ネットリスト表示は先頭 70 桁程度に制限。 
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■OS 環境 

Windows XP(32bit/64bit)以降で動作可能と思われますが、動作確認は、Windows11 

Pro(64bit)のみです。 

 ■仕様、制限事項 

・入力ファイルは，2M バイト以下の ASCII テキスト・ファイルです。 

 ただし Protel 形式の場合は制限ありません。 

 改行コードは MS-DOS 形式，Unix 形式のどちらでも構いません。 

・部品数 6,000，総ピン数 20,000 まで比較できます。 

これを越えた部分は無視し，Parts サマリの eeror=に無視数を表示します。 

・部品番号 20 桁以内, ピン番号 10 桁以内, ネット名 50 桁以内, パーツ値 100 桁以内。 

・ファイル出力時にネット名およびパーツ値を””で囲んで出力します。なおかつネット名

およびパーツ値の先頭に`を追加します(+VB のように Excel で読み込むとエラーにな

る文字列への対応)。 

・フットプリント等に含まれるスペースは無視して読み込む場合があります(パーツ値の

先頭空白も無視)。 

 ・水平スクロール・バーが出ている状態で表示不具合がでた場合は、画面サイズを広げ

て水平スクロール・バーがでないようにしてください。 

 ・起動しても画面が表示されない場合は Netlist_compF.ini を削除して見てください。 

・出力ファイルをエクセルで編集すると上書きできなくなります。 

 

 

（２）インストール／アンインストール 

 インストール作業はありません。解凍した Netlist_compF.exe をクリックして起動します。 

 アンインストールする場合は，解凍したファイルおよび，そのフォルダに自動生成され

る Netlist_compF.ini を削除してください。 
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（３）操作方法                             ⑱ 
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② 

 

 

 

 

                                        

③                                       

 

⑫                                       

                                                                             

⑬                                       

 

 

 

 

 

⑯ 

⑰ 

 

 

 

 

 

①パラメータ（ファイル名、フォーマット）の保存先を選択 

 （次回起動時にファイル選択を省略できます）（比較ネット名をボタンに表示） 

②基準となるネットリストのファイル名とフォーマットを選択 

③比較するネットリストのファイル名とフォーマットを選択 

 

 

④ 
⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

⑨ ⑩ ⑪ 

⑭ ⑮ 
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④実行ボタンを押すと結果(比較ネットリスト・ファイル名.csv)が生成され， 

画面の実行結果欄にサマリを表示します。 

 Parts: 部品の値変更、追加、削除の部品点数を表示 

   （value は値のみ変更、pcb はフットプリントのみ変更、both は両方変更） 

 Pins : 接続先の変更、追加、削除のピン数を表示 

（net name は同一回路でネット名称のみ意図的に変更したピン数、 

pin exchange▲R2.6は C,R 等の 1-2 ピン入替や Di,Tr の英字ピンと数字ピン

の入替、except add/del/exch は追加／削除／入替ピン以外は同じ、except 

1pin は 1pin 以外同じ、except pin name は同一部品でピン番号違い▲R2.82、

at least 1pin は少なくとも 1pin は同じ、change a lot▲R2.5は類似性の少

ない変更、pin name は既存部品のピン名称追加/削除） 

⑤生成した CSV ファイルを開きます。 

⑥チェックして実行すると CSV ファイル名に番号を付加します。 

⑦各ネットリストのフォーマットオプション（数値 1 桁）を指定します▲R3.0 

 本版では CADVANCE および CCF(zuken)の場合に以下のように設定します。 

a. CADVANCE の設定値 

0 : マウント位置もアトリビュート情報に含めます(マウント位置の変更検出も可能)。 

1 : フットプリントのみをアトリビュート情報とします。 

  b. CCF(zuken)の設定値 

0 : フットプリント・コードあり、NET セクションのみ。 

1 : フットプリント・コードあり、NET セクション以外もあり。 

2 : フットプリント・コードなし、NET セクションのみ。 

3 : フットプリント・コードなし、NET セクション以外もあり。 

   なお、フットプリント・コードありの場合は、DEFINITION セクションの部品値の

ドット(.)以降をフットプリントと見なします。NET セクション以外もありの場合は、 

  DEFINITION セクション以外のすべてのセクションをネットリストと見なします。 

⑧フリー版にはありません(カソード記号を変換(K 端子を C 端子に変換)する機能)。 

⑨フリー版にはありません。Excel 読込み時の文字化け対策として部品値先頭に常に`を付

加します。 

⑩フリー版にはありません。ネットリスト表示を 70 桁で打切って表示します。 

⑪フリー版にはありません。差分のみ出力します。 

⑫フリー版にはありません(部品表作成機能)。 

⑬フリー版にはありません(部品表作成機能関連)。 

⑭フリー版にはありません(部品表作成機能関連)。 

⑮フリー版にはありません(部品表作成機能関連)。 
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⑯フリー版にはありません(部品表作成機能関連)。 

⑰フリー版にはありません。 

⑱言語切替ボタン，画面サイズ最適化ボタン(#) 

⑲画面右上の×を押すとプログラムを終了します。 

 

 

（４）比較結果ファイル 

比較ネットリストと同じフォルダに CSV ファイルを作成し、差分情報を出力します。 

ファイル名：「比較ネットリスト・ファイル名（4 文字以下の拡張子除く）.csv」 

ただし自動増加名にチェックした場合は「ファイル名-nn.csv」 

 

以下の６項目を出力します。部品名／ピン名の順に出力します。 

A 列 Category：差異の区分を表示 

B 列 Part.Pin：部品番号とピンを.で区切って表示。 

入替ピンは .基準ピン名->.比較ピン名 と表示▲R2.8 

C 列 Name(ref)：基準ネットリスト側の部品値またはネット名 

D 列 Name(cmp)：比較ネットリスト側の部品値またはネット名 

E 列 Info(ref)：基準ネットリスト側のアトリビュートまたはネットリスト 

F 列 Info(cmp)：比較ネットリスト側のアトリビュートまたはネットリスト 

  注：フリー版ではネットリスト出力は先頭 70 桁程度までです。 

A 列区分 

C.ADD 部品追加 

C.DEL 部品削除 

C.value▲R2.5 既存部品の値のみ変更 

C.pcb▲R2.5  既存部品のフットプリントのみ変更 

C.both▲R2.5  既存部品の値およびフットプリントの変更 

C.=== 部品変更なし(フリー版では出力しません) 

 

N.ADD 部品追加によるピン追加 

N.DEL 部品削除によるピン削除 

N.pin name add▲R2.5 既存部品にピン名称追加、または無接続→接続への変更 

N.pin name delete▲R2.5 既存部品のピン名称削除、または接続→無接続への変更 

N.ERR １ピンしかネットに含まれていない（接続相手がいない） 

N.NET name▲R2.5 同一回路だが、意図的にネット名を追加・変更・削除 

（自動生成ネット名が変化した場合は差異なしとして出力しません） 

N.CHG a lot▲R2.5 ピンの接続先ネット名が異なり、接続相手の類似性も少ない 
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N.pin exchange▲R2.6 C, R, L, FB の 1-2 ピン入替や D, Z, LED, Q, TR, FET の英字

ピンと数字ピンの入替があった可能性が高い 

N.except add/del/exch ネット名は異なるが、追加／削除／入替ピン以外の接続が

同一（代表例：TP の追加／削除、プルアップ追加／削除） 

N.except 1pin▲R2.5 ネット名は異なるが、追加／削除ピン以外の接続がほぼ同一 

（１部品の１ピンだけ異なる。代表例：マイコンのポート変更、コモン

モードチョークや集合抵抗のピンの入れ替え、等） 

N.except pin name▲R2.82 ネット名が異なるが接続部品は同一。ピン番号は複数異

なる。(代表例：マイコンのポートと集合抵抗のピンを同時に変更) 

N.at least 1pin▲R2.5 ネット名は異なるが、同一の接続ピンがある場合（回路の一

部の接続のみ同じ場合、２ピン以上を同時に移動した場合。(代表例：マ

イコンのポートとプルアップを組で他の回路へ接続） 

N.=== ネットリストの内容・名称とも変更なし(フリー版では出力しません) 

N.auto name▲R2.5 ネットリストの内容に変更はないが自動生成ネット名に変更

がある (フリー版では出力しません) 

N.same name▲R2.5 接続先ネットリストの名称は同一だが内容には変更がある 

(フリー版では出力しません) 

SUM  サマリ情報（画面に表示したサマリと同じ） 

 

 参考１：エクセルで見る場合、タイトル行（４行目）を選択して、メニューの 

「データ」→「フィルタ」をクリックすると、簡単な操作で必要な部分だけ 

    見ることができます。 

   参考 2：D2 CAD, OrCAD 等はネットリスト出力項目としてフットプリント属性名を

指定できます。さらに OrCAD 等では部品値を複数属性から構成できます。 

 

 

（５）部品表ファイル 

フリー版では出力できません。 
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（６）補足 

 ・自動生成ネット名と見なすのは、数字以外１桁以上＋数字のみ５桁以上の名前です。 

N$で始まる名前も自動生成ネット名と見なします。 

 ・ピン名が P$で始まる名前は P$を削除して比較します。 

 ・数字のみのピン名で先頭が 0 の場合は 0 を削除して比較します。 

 ・部品番号の先頭文字が+,-,=,@で始まる場合はエクセル読込み時に当該セルがエラー表

示になります（例：テストパッド部品名を+24V のようにネット名から付けた場合）。 

 ・アトリビュート欄にフットプリント情報が出力されます（CADLUS は非対応）。 

  CADVANCE で基板パターンからネット逆抽出した場合は、実装面、部品座標もアト

リビュートに含まれますので、配置変更も検出できます(format option = 0 の場合)。逆

に配置変更の検出をしない場合は、format option = 1 としてください。 

 

 

（７）主な更新情報 

R3.10 フォーマットオプションの不具合修正。 

CCF 形式で小数点付 KiCad フットプリント名に対応。 

R3.00 フォーマットオプションを追加。CCF 形式のアップデート。 

R2.91 PADS 対応。ネット名から指定記号を除外する機能を追加。 

R2.82 CCF 形式以外のファイルを CCF 指定で読込むとハングアップする不具合を修正。 

入替ピンの判定方法を改善。類似性判定区分追加。 

R2.80 CCF(zuken)形式に対応。入替ピンの表示方法を改善。 

R2.60 TELESIS 修正(ALLEGRO Netlist Generated に対応)、C,R,L,FB の 1-2 ピン入替 

    および D,Z,LED,Q,TR,FET の英字ピンと数字ピンの入替を検出する機能を追加 

R2.54 TELESIS 修正(1 行 99 桁までを 519 桁までに変更、D2CAD ver2.01 以降対応) 

 MM-2/colmo 修正(1 行 199 桁までを 519 桁までに変更)、 

 アトリビュート最大桁数を 120 桁に拡張(KiCad フットプリント名対応) 

R2.50 ファイル出力のカテゴリ名変更。シェアウエア版の部品数・ピン数の上限変更。 

R2.40 CADVANCE に関し、属性読み込みオプション追加、パーツ値先頭空白削除。 

R2.30 ViewDraw から出力したと思われる TELESIS 形式に対応（"数値 N 数値"形式の自

動生成ネット名、:付部品番号、１つの部品値で複数部品指定） 

R2.22 出力ファイル名の自動インクリメントに対応。 

    パラメータ保存先を８組にし、比較ネット名をボタンに表示。 

 N$で始まるネット名を自動生成名と見なす。 

    TELESIS 形式でカンマの前に空白 1 文字があっても正常に処理できるよう変更。 

R2.17 フットプリント情報の変更も検出。 

R2.16 類似性のある接続変更を検出する機能を追加。 
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（８）シェアウエア料金，支払い方法 

シェアウエア版(Netlist_comp)の販売も行っています。ベクターのシェアレジで支払い願

います。購入するとライセンス・コードが送られてきますので，それをパスワードとして

Netlist_comp.zip を解凍してください。パスワード付き zip ファイルの解凍は Lhaplus な

どのフリー・ソフトで出来ます。 

バージョンアップでも同一のライセンス・コードを使用できます。 

 

 

（９）サポート 

  問い合わせ先：l00-softsupportlltq＠＠memoad.jp （注：先頭はエルゼロゼロです、

＠＠を@に変えて下さい） 

  できるだけタイトル先頭に【サポート依頼】を付けて下さい。 

  72 時間経過しても何の返事もない場合は、再メールをお願いします。 

FAQ や追加情報がある場合は，下記サイトの「ソフトサポート」ページに掲載します。 

http://www2u.biglobe.ne.jp/~tequila/  

 

2025 年 9 月 25 日 てきーらサンドム 

http://www2u.biglobe.ne.jp/~tequila/softsupp.html

